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藤岡市立美土里小学校 4年　宮原　彩乃
差別のない『自由への入り口』

　人種が差別されていたことは、私も知っていました。でもこの本を読むまで、こんなにひどい差別がさ

れていたなんて知りませんでした。

　一九五〇年代、はだの色がちがうというだけで、ホテルやレストラン、そして公園などでも人種を差別

するかん板があり、自由に入ったり、白人といっしょに使ったりする事が出来ませんでした。

　ある日、パトリシアは世界中のどこよりも大好きな『あの場所』に一人で行くことがゆるされました。

でもそのと中で、たくさんの人種差別にあいます。バスの中では、『黒人指定席』と書かれた後ろの席にし

か乗ることができません。公園のベンチには 『白人せん用』 と書かれていてすわる事ができません。それで

も、パトリシアは何もなかったふりをして、公園を出ていきます。私なら、泣きながらすぐ家に帰ってし

まうかもしれません。何もなかったようにできるパトリシアは、強いと思いました。まちがえて入ってしまっ

たホテルでは、たくさんの人の前で「はだの黒い人間は立ち入りきん止だ」と追い出されてしまいます。

それでもパトリシアは決して人前で泣くことはしませんでした。白人の前で泣くのがくやしかったのだと

思います。パトリシアは、『あの場所』に行くのをあきらめそうになりますが、いろいろな人に助言をもらい、

最後まであきらめずにたどり着くことが出来ました。白人に差別されていることで仲間でささえあう気持

ちが強いのだと思いました。

　パトリシアのおばあちゃんは、そこを『自由への入り口』とよんでいました。そこの正面の入り口にあ

る大理石には、『公共図書館：だれでも自由に入ることができます』ときざまれていました。

　一九五〇年代後半、全ての図書館は人種に関係なくだれでも使えるようになったそうです。パトリシア

にとって図書館は、どんなに辛い思いをしても行きたい場所だったのだと思います。白人から差別される

事のない『とくべつな場所』だったのです。

　私たちは、こんなひどい差別は受けないけれど、パトリシアたちは、どうしてこんなひどい差別を受け

なくてはいけなかったのだろうと思います。とても悲しい事です。こういう差別があるから、今でもぼう

どうや戦争が起こるのだと思います。

　この本を読んで、同じ人間なのだから差別やいじめをなくし、おたがいの人けんを守り世の中が平和で

みんなが幸せにくらしていけたらいいなと思いました。

昭和村立南小学校 5年　真下　慧大
「かべにプリンをうちつけろ」を読んで

　この本の題名を見て、ぼくはびっくりした。最初、プリンを投げつけてかべをプリンまみれにする事か

と思った。

　この本の主人公は、カタリーナという女の子だ。カタリーナの学校にコクという男の子が転校してきた。

コクは環境破壊を止めるために何かできないかいつも考えていた。環境保護団体の「グリーンピース」に

入るため、三回も家出した事があるのだ。

　カタリーナはコクにさそわれて、環境破壊を止めるためのアクションを起こした。分別されていないゴ

ミを散らかしたり、水のムダづかいをしている家のホースをコンクリートで固めたり、スーパーで売って

いるスプレーかんにのりやすすをつけたりして 「環境問題について考えて」 とメッセージを残した。スーパー

の時は、仲間も増え、みんなで計画を立て大作戦となった。でも、カタリーナの弟のせいで作戦のことが

親達にばれてしまう。そして親達が話し合い、スーパーに謝りに行く事になった。コクはそれが許せなくて、

四回目の家出をした。カタリーナに届いた手紙には、「ぼくは正しくない連中に向かって、自分が正しい事

をしたために許しを乞うなんてまっぴらだ」と書いてあった。

　コク達がやった事はたくさんの人に迷わくをかけたけど、子供が地球のため、自分達の将来のために戦

う事が悪い事だとは僕も思わない。

　カタリーナのお父さんは「山火事にじょうろで立ち向かうなんて無理」と言うけど、カタリーナは「それは、

いったいいくつじょうろがあるか、という事で決まるのではないか」と考えた。そして、「あたしをあきら

めさせるのは、かべにプリンをうちつけるよりむずかし！」と言った。「プリンを打ちつける」というのは、

プリンはやわらかいのでかべに釘で打ちつける事はできない、つまり不可能な事という意味だったのだ。

　その後カタリーナは、「許可されるやり方」でアクションをすることに決めた。例えば薬屋さんを説得して、

環境にやさしい製品を目立つ所に置いてもらったり、古い油を捨てるためのたるを店に置いたりしてもら

うように、ねばり強く話をする作戦だった。

　コクのやっている事は少しやりすぎかなと思った。でも、言っている事は間違っていないと思う。カタリー

ナのアクションは小さな事だけど、誰でもできる事で、みんなで協力すれば、スーパーでした大作戦より

も大きな結果につながると思う。

　「たとえ山火事にじょうろで立ち向かうようなものであっても、大切なのはそのじょうろの数なのだ」と

いうカタリーナの言葉には環境破壊をなくすために、みんなの力が必要なのだという意味がこめられてい

ると、僕は思った。

　僕達みんなで地球を守らなければと思う。


